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it 2) I~Jljl の際高級は 300m.



















は年 11~]1300 ~ 1400万tを記録し その生産量は国内生産量の60%にも及んだ. 1963年には鉄LIJと鉄
鋼業で、約1万人の従業者を数えた.第5図は鉄鋼業の斜陽化がはじまった直後の1977年における鉄
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ZZ上部パス層 Sヨ中部パス層医認上紗fジヨー ス層監当T3sliジヨース層 仁コ泥灰岩層醤離鉄鉱床rn:rnトアルス層
第 3図 北部鉄鋼業地域の地質断頭 l~l
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注)銑鉄の69年以前はデータ欠.







(Gehring et Saint山Dizier，LDij記炉による鉄鋼生産の割合は， 1970年代半ばには全生産量の過半に達した


























































1970 75 80 85 90 95年
第6図 ロレーヌ地域における鉄鉱石産出量の推移(1970~ 1999 ilミ)
(1977年まで Bureaude documentation miniere， 78 年 ~82 :í' 1ミ Groupement des 




















産674万tを記録した (Gehringet Saint-Dizier， 1983a， p.212-213). 
第2次世界大戦後， 1946年に各炭坑は，国営企業HBL(Houilleres du Bassin de Lorraine)へと一









































れらの 2地区は減少率でも群を抜いており，それぞれ32%， 23 %の減少率である.ロングウィ地区
は，絶対数としては2，461人の減少にとどまっているが，率としては33%と最大の減少率を示した.









































































それぞれ， 841人 (24%)増， 2，578人 (44%)の増加である. ifij J也iまとも代替産業として自動車産
業が導入されたことで共通している.ブリエ地区にはルノー系列の組立工場 サルグミン地区には
MCCフランス社が進出している.MCC (Micro Compact Car)社はドイツのダイムラ一社とスイスの
スウォッチ社の合弁によって設立された企業であり 総排気量598ccの軽乗用車Smartを製造してい







































率の低下に直ちには結び付かなかった (Gehringet Saint心izier，1983b). 工業団地も 1970年代に集i十l
的に整備されている.
その後， 1970年代末期から 80年代前半にかけての I~士整備の停滞期において，同時期の椛済危機
も相侠ってロレーヌ地域を含め， 1司自の産業転換を必要とする地域の実情はいっそう深刻なものとなっ





































ロレーヌ産業遊休地整備政策の第 1~t)j .第2期計画の対象となった97ヵ所， 3，076haの産業遊休地
のうち， 53ヵ所2，200haが製鉄業地域に位置する.さらに製鉄業地域の2，200haのうち， 28%にあた















所に達した.以後， I可製鉄所の経営は縮小局面に入り， 1968年にはボンベイ製鋼新会社 (SNAP)に
経営を引継ぎ， 1979年サシロールグループに吸収された後， 1981年に国有化された.国有化の後，




年代後半には，プレアヴァロア(l6ha; 1985年)およびポンペイアンダストリエ(l5ha; 1986年)， 





























万).一方，コミューンの連合組織としてのロングウイ地区 (Districtde l'Agglomeration de Longwy) 
は，ロングウイの約15kml習に含まれる 17コミューン(人口54，856人)を指す.INSEEの統計単位地
区としてのロングウイ地底の人口は，以下に示すような産業再編によって， 1975年105，250，1982年
94，586， 1990年84，062，1999 if. 82，643とJ住移しており，この四半i止紀の間に約2.3万人の人口が失わ
れているIj)
1::1心者15"1としてのロングウィは，ルイ 14itl~ の 11寺イ℃に設計・建造された要塞都市である.要塞者15rlT



































で1966年に整備会社が発足し， 1968年に完成した.当初4社 1 haが分譲されたに過ぎなかったが，
1994年にPED計画の枠組みの中で，工業団地の拡張が方向付けられた.これによって 1996年に50ha
の産業用地の拡張が完了した.ロングウイ地区の失業率増加に伴い応急避難的に撃備されたものと言








虫-4 アルゼ y ト地区の整備事業






人口 94，586 84，062 82，643 
就業人口 35，120 31，240 34，767 
給与労働者数 28，472 24，739 28，257 
自域内就業者数お 13，304 9，521 6，778 
他国就業者数 2，687 5，878 N.A. 
失業者数 3，674 3，742 4，215 
1) INSEEの統計単位地域 (zoned'emploi) に基づくロングィ地区.
2 )各JiHlコミューンで就業する人口の総手1.
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第13図 アルゼット地[Rの地域整備
(EPML資料より作成)








万 5千tの鋳鉄とそれに基づく 30万 9千tを生産していた. 1929年には年産鋳鉄47万t，鋼鉄40万t
に達していた.このような製鉄業の発達に伴って 1861年に561であったヴイレルプ・コミューンの
人口は， 1901年に5，449，1914年には l万に達した.国外から多くの移民労働者を迎え20世紀の初頭








たカヘ 1997 年に I~j 山となった.
以上のような鉄ILJ .製鉄j好の閉鎖によって遊休化し，産業遊休地整備言I-fimの対象となった区域は，
総計で537haに及ぶ.これらのうち， 1964年に閉鎖されたオーダン・ル・ティシェ製鉄所跡の約20ha
















Audun-le-Tiche Thil Redange Russange Villerupt 
'82 6，390 1，904 828 1，041 18，558 28， 721 
人口総数 '90 5，961 1，742 904 1，026 16，516 26，149 
'99 5， 750 1，574 827 1，069 16，260 25，480 
'82 2，349 697 264 378 4，602 8，290 
就業人口 '90 2，159 683 301 360 3，907 7，410 
'99 2，382 698 357 426 3，998 7，861 
， 82 943 112 51 39 2，611 
白域内就業者数 '90 698 102 44 37 1，680 
'99 408 58 22 31 1，197 
越境通勤者数
， 82 687 166 107 176 1，006 2，142 
'90 881 237 166 206 1，471 2，961 
， 82 40 16 19 10 57 
I~ 域内就業率(%) '90 32 15 15 10 43 
'99 17 8 6 7 30 
越境通勤率(%)
'82 29 24 41 47 22 26 
'90 I 41 35 55 57 38 40 
yt)越境通勤者の1999年はデータ欠.





































本稿は， 2001年度科学研究費基盤研究 (B) (2) Iフランス・ドイツ函境地帯における地域統合の空間動態J









A (国境問協力)， 2000-06年のINTERREGm A (同)
に継続されている. 1994-99{j三HJでみる限り， Iロレー
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Redevelopment of Declined lndustrial Area in the Lorraine Region 
Hironobu ODA 
This paper which focuses on the Lorraine region is a subsequent report by the author about the 
new aspects of French declined industrial areas after the EU integration. It refers to， firstly， historical 
overview of industrial growth and decline in the Lorraine region， and secondly， industrial conversion 
in some sub-regions. 
1n this region， the iron and steel industry developed rapidly after the Franco-Prussian war of 
1870. 1n particular， the discovery of the dephosphorisation process known as 'Thomas method' 
stimulated remarkable growth of the steel industry. Until the 1960s， the yearly steel production 
reached into 13 millions tons that mean 60% of the national production， with 110 thousands workers 
in the mines and steel plants. 
However， inthe politico屯conomicalregime of ECSC， the Lorraine iron district faced a di百icult
time with increasing unemployment after the 1970s. The workers decreased from 90 thousands in 
1975 to 45 thousands in 1985. The rationalization policy of national firms by the Mitterrand 
Administration dismIssed a mount of labors. 1n 1999， only 8 thousands remain in a few iron and steel 
plants. 
Then， after the mid-1980s， DAT AR， local government and EPML (Lorraine Metropolis Public 
Establishment) launched the programs for industrial conversion and redevelopment of industrial 
wastes with financial backing from the ERDF and FEDER. During 1986-1999， EPML has managed 97 
wastes (3，076ha) including 53 wastes (2，200ha) in the iron and steel district. 
This paper reported 3 cases of redevelopment programs; Pompey ZAC located at north of Nancy， 
Longwy PA1 (1nternational Activity Park) at the border area with Belgium and Luxembourg， and the 
Alzette valley that confronts the border line with Luxembourg. 
Key words: declined industrial area， industrial conversion， Lorraine Region， iron ore mining， iron 
and steel industry 
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写真7 アゴンダンジェ製鉄所跡
アゴンダンジェはメッスとテイ
オンピルの中間に位置するコミュー
ンである.同製鉄所は 1890年に操
業を開始し，最盛期の1970年には
6，210人を雇用した最大規模の製鉄
所であった.1984年の高炉閉鎖後，
その跡地は一大レジャーランドに
生まれ変わった.写真奥には製鋼
工場が残る.
(2000年，An也:eHUMBERT氏撮影)
写真8 アルゼッ ト地区のオーダン・ル・
ティシェ駅付近
駅の|向こうにはロレーヌ地域最
後のIFIモンルージュ鉄山があ り，
1997年まで操業を続けた 大きく
ループ線を描くフ ランス側の鉄道
線は廃止となり ，ルクセンブルグ
国鉄が乗り入れている.かつての
鉄鉱石鋼材の運搬拠点であった
同駅は，ルクセンブルグへの越境
通勤のための乗換点となっている.
(2001年7月17日，小田t最影)
写真9 オjレヌ地区ロンパ製鉄所の高炉跡、
ロンパ製鉄所の高炉は1999年ま
で操業を続けた 2001年の時点で
既に高炉設備が取り払われて更地
となっている.LD転炉を有する製
鋼工場と圧延工場は操業を継続し
ている，これらの鉄鋼コンプレッ
クスの周辺には広大な労働者住宅
が拡カfっている.
(2000年， Andre r町MBERT氏撮影)
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写真10 Freyming-Merlebachコミュ ンの
Cuvelete竪坑
ドイツ国境まで約1.5kmの地点.
ロレーヌ炭田の中でも最後まで操
業を続けている竪坑である.同コ
ミューンは今日なお炭坑町の趣き
を呈しているが， 2005年には完全
閉山の予定である
(2001年7月10日，小田撮影)
写真1 Folschviler炭坑跡
パサン ・ウィユ(産炭地域)の
石炭層の深度は西方ほど大き いた
め，西方の炭坑では早い時期に閉
山となったものが多い.Folschviler 
炭坑も 1979年に閉山されており ，
その後，炭坑施設跡は工業団地に
再整備された.今日も，炭坑の櫓
は歴史的建造物として保存され，
工業団地の絶好のランドマークと
なっている.
(2000年，釦ldreHUMBERT氏撮影)
写真12 スマートビル
サルグミン南方の約60ヘクター
ルの敷地にMCC-France社と， そ
の関連会社を含む12社が立地 し
て，超小型乗用車 「スマート」を
生産している.同工業団地は「ス
マートピル」の名称で呼ばれてい
る.立地決定は1994年，操業開始
は1997年で，約2，000人の雇用を
生み出した.
(2000年，必ldreHUMBERT氏撮影)
